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己
高
閣
は
昭
和
三
十
八
年
滋
賀
県
下
に
於

て
は
、
初
め
て
国
庫
の
補
助
を
受
け
建
設
さ

れ
た
文
化
財
収
蔵
庫
で
、
延
喜
式
々
内
社
典

志
漏
神
社

（祭
神
須
佐
之
男
尊
、
波
多
八
代

宿
爾
命
）
の
境
内
地
に
建
立
さ
れ
、
己
高
山

諸
寺
に
祀
ら
れ
て
い
た
諸
仏
の
う
ち
、
本
尊

十

一
面
観
音
、
七
仏
薬
師
他
、
重
要
な
仏
像

を
安
置
収
納
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
地
の
鎮
守
典
志
漏
神
社
と
世
代
山
戸
岩
寺

は
往
古
よ
り
特
別
な
相
互
関
係
に
あ
り
尊
崇
の

中
心
と
成

っ
て
居
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
村
人
相

計

っ
て
当
地
区
の
石
器
時
代
以
降
の
文
化
財
や

戸
岩
寺
の
寺
宝
等
保
存
の
為
、
区
民
の
浄
財
の

み
に
よ

っ
て
収
蔵
庫
を
建
設
し
、
山
号
に
因
み

「
世
代
閣
」
と
命
名
し
、
平
成
元
年
秋
開
館
さ

れ
本
尊
薬
師
如
来
を
は
じ
め
多
く
の
仏
像
仏
画

其
の
他
出
土
品
や
古
文
書
類
を
収
納
し
て
居
り

ま
す
。

己
高
山
に
は
五
ヶ
寺
と
其
の
別
院
六
ヶ

寺
が
あ
り
、
鶏
足
寺
は
代
表
的
寺
院
名
で

す
。
鶏
足
寺
は
奈
良
朝
時
代
の
昔
、
僧
行

基
全ハ欲
し
や
恭
澄
が
近
江
の
国
の
鬼
門
に

当
る
己
高
山
に
十

一
面
観
音
を
祀
り
謂
ゆ

る
庶
民
の
た
め
の
仏
教
を
広
め
る
べ
く
東

光
山
常
楽
寺
を
草
創
さ
れ
ま
し
た
が
、
時

期
未
だ
熟
さ
ず
寺
房
は
唯
狐
狸
の
住
家
と

な
り
、
や
が
て
朽
ち
呆
て
て
行
く
状
況
と

な
り
ま
し
た
が
、
僧
最
澄
貧
埜
し
が
、
行

基
菩
薩
の
聖
跡
を
慕
い
己
高
山
高
尾
の
草

庵
に
投
錫
さ
れ
、
裏
山
に
瑞
光
の
奇
し
き

を
観
じ
不
思
議
な
る
鳥
の
声
に
魅
せ
ら
れ

瞼
岨
を
よ
じ
登
り
、
薄
雪
に
残
る
鳥
の
足

跡
に
導
か
れ
進
む
う
ち
に
発
見
さ
れ
た
の

が
、
霊
貌
は
灰
儘
に
埋
没
す
れ
ど
仏
頭
未

だ
鮮
や
か
な
十

一
面
観
音
様
で
あ
り
、
其

の
辺
り
に
は
、
仏
閣
の
跡
と
思
ぼ
し
き
礎

石
あ
り
、　
一
老
翁
忽
然
と
現
れ

『此
の
嶺

は
神
明
守
護
の
高
山
也
、
而
る
に
魔
火
再

三
に
渉
り
仏
閣
野
火
に
灰
艦
と
帰
す
、
汝

速
や
か
に
再
興
し
衆
生
を
利
益
す
べ
し
、

余
は
自
山
の
翁
な
り
』
と
告
げ
る
や
其
の

姿
は
消
え
去

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
最
澄

は
大
い
に
悦
び
直
ち
に
此
の
仏
頭
を
基
に

尊
像
を
修
補
し
仏
殿
を
建
立
し
、
盛
大
な

る
寺
院
を
再
建
せ
ら
れ
湖
北
仏
教
文
化
圏

を
形
成
さ
れ
ま
し
た
が
、
政
状
の
変
化
や

時
代
の
推
移
に
よ
り
、
尚
又
此
の
地
方
の

経
済
力
が
之
を
支
え
切
れ
な
い
状
態
と
な

り
次
第
に
都
の
方

へ
吸
収
さ
れ
る
結
果
と

成
り
、
現
在
真
言
宗
豊
山
派
奈
良
長
谷
寺

に
属
し
、
本
尊
十

一
面
観
音
様
其
の
他
の

仏
像
及
寺
宝
を
己
高
閣
に
納
め
、
管
理
と

経
営
を
地
区
村
人
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
い

ま
す
。

奈
良
の
都
を
中
心
に
仏
教
が
王
朝
貴
族

の
間
に
盛
ん
に
行
な
わ
れ
た
頃
、
僧
行
基

は
庶
民
の
た
め
の
仏
教
を
伝
え
行
脚
さ
れ

幌情農げ雌岡刹制刈悧̈
謝麺無理れ

『此
の
地
は
薬
師
如
来
応
化
の
地
な
れ

ば
、
汝
、
速
や
か
に
尊
像
を
彫
刻
し
、
有

情
に
血
縁
し
給
え
、
尚
是
よ
り
西
方
に
霊

地
あ
り
、
四
神
之
を
守
る
師
に
非
ら
ず
ん

ば
誰
か
是
を
開
か
ん
や
』
と
告
げ
れ
た
と

思
う
と
夢
醒
め
、
行
基
大
い
に
悦
び
、
川

向
い

（西
の
方
）
の
栗
谷
山
五
ッ
岩
の
辺

り
に
霊
光
有
る
を
観
じ
そ
こ
に

一
字
を
建

立
し
薬
師
如
来
の
像
を
自
ら
彫
刻
し
岩
に

因
み
て

「世
代
山
戸
岩
寺
」
と
号
し
、
又

神
託
に
則
し
て
己こ
高
配
及
札
俸
驚
配
を
開

き
盛
大
な
仏
教
圏
を
造
営
さ
れ
ま
し
た
が

時
期
未
だ
熟
さ
ず
廃
頚
し
、
雨
露
に
朽
ち

な
ん
と
し
て
い
る
頃
、
僧
最
澄
の
投
錫
に

よ
り
再
興
さ
れ
湖
北
随

一
の
仏
教
文
化
圏

を
形
成
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
当
戸

岩
寺
も
世
代
明
神
の
社
頭
に
頭
塔
を
遷
し

薬
師
如
来
と
共
に
住
人
も
川
東
に
移
り
住

む
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
以
来
、
弘
法
大

師
が
大
日
如
来
や
魚
藍
観
世
音
を
、
又
恵

心
僧
都
も
阿
弥
佗
如
来
を
祀
り
、
畿
内
の

安
全
と
住
民
の
繁
栄
を
祈
念
し
続
け
て
来

ま
し
た
が
、
そ
の
永
い
年
月
に
は
政
情
の

変
化
や
兵
乱
の
魔
火
に
幾
度
か
遭
遇
し
寺

宝
も
数
知
れ
ず
失
い
乍
ら
も
貴
重
な
尊
像

や
宝
器
は
常
に
村
人
の
献
身
の
努
力
に
よ

っ
て
守
り
続
け
ら
れ
て
来
ま
し
た
。
伝
来

の
薬
師
如
来
立
像
は
じ
め
宝
器
、
寺
宝
は

世
代
閣
に
収
納
安
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

●世代閣

●己高閣


